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１ 公立大学法人札幌市立大学の年度評価の方法 

 

⑴ 年度評価は、「項目別評価」及び「全体評価」により行う。 

⑵ 項目別評価は、各事業年度における中期計画（年度計画）の次に掲げる事項（大項

目）の進捗状況の確認又は評価を行う。 

  ① 大学の教育研究等の質の向上 

  ② 業務運営の改善及び効率化 

  ③ 財務内容の改善 

  ④ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当

該状況に係る情報の提供 

  ⑤ その他業務運営 

 ⑶ 項目別評価に当たっては、まず、公立大学法人から提出された業務実績報告書（公

立大学法人の業務実績や公立大学法人において作成した年度計画の達成状況に係る自

己評価結果を記載したもの）等を検証し、年度計画の記載項目（小項目）ごとの事業

の進捗状況について、次に掲げるⅠ～Ⅳの４段階で評価を行う（小項目評価）。公立大

学法人による自己評価と評価委員会の小項目評価が異なる場合は、その理由等を示す。 

  Ⅳ：年度計画を上回って実施している。 

  Ⅲ：年度計画を十分に実施している。 

  Ⅱ：年度計画を十分には実施していない。 

  Ⅰ：年度計画を実施していない。 

 ⑷ ⑶の結果等を踏まえ、年度計画の大項目ごとに、事業の進捗状況について次に掲げ

るＳ～Ｄの５段階で評価を行う。 

  Ｓ：特筆すべき進捗状況にある（評価委員会が特に認める場合） 

  Ａ：計画どおり進捗している（小項目評価の結果がすべてⅣ又はⅢ） 

  Ｂ：おおむね計画どおり進捗している（小項目評価の結果に係るⅣ又はⅢの割合が９

割以上） 

  Ｃ：やや遅れている（小項目評価の結果に係るⅣ又はⅢの割合が９割未満） 

  Ｄ：重大な改善事項がある（評価委員会が特に認める場合） 

⑸ 全体評価は、項目別評価の結果等を踏まえ、中期計画（年度計画）の進捗状況全体

について、総合的に評価を行う。 
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２ 全体評価 

 

⑴  総評 

  平成１８年度に開学した公立大学法人札幌市立大学は、平成２１事業年度で開学４

年目の学部完成を迎えた。開学時より、デザインと看護に共通する「人間重視」の考

え方を常に基本として教育研究を行っており、デザイン分野と看護分野における有為

な人材の育成・輩出と地域に根ざした公立大学として一層の地域貢献が期待されてい

る。また、一期生の卒業年度を迎え、学生の就職や進学といったキャリア支援に対す

る取組にも力点を置くことが求められている。 

平成２１事業年度の業績評価としては、「項目別評価」の結果では、２項目でＢ評価

（おおむね計画どおり進捗している）とし、そのほかの３項目についてはＡ評価（計

画どおり進捗している）となっており、年度計画の小項目ごとの評価からも、全体と

しては、行うべき事業を行い順調に業務を遂行していると評価できる。 

   なお、項目別評価の基礎資料となる公立大学法人札幌市立大学が策定した平成２１

年度の年度計画の記載項目（小項目）ごとの評価（小項目評価）においても、小項目

数１７４項目のうち、６項目がⅣ評価（年度計画を上回って実施している）、１６３項

目がⅢ評価（年度計画を十分に実施している）となっており、これらを合わせると１

７４項目中１６９項目（９７．１％）が年度計画の水準を満たしている。 

また、毎事業年度ごとに膨大な項目数の評価を実施していくなかで、学内において、

一定の評価文化が定着しつつある点は、高く評価したい。 

 

 ⑵ 年度計画の大項目ごとの評価の主要なポイント 

   年度計画の大項目ごとの評価の主要なポイントは、次のとおりである。 

ア 大学の教育研究等の質の向上 

(ｱ) 教育 

両学部とも勉学意欲を持った学生を確保しており、適切なアドミッション・ポ

リシーと地道な教育努力によるものと評価できる。教育活動では、昨年度に引き

続き両学部で水準の高い教育が行われている。デザイン学部と看護学部といった

異なる分野の学生を学部連携演習等で有機的に連携させ、広い視野を持った学生

の育成に努めるなど、大学の特徴を活かした教育が実践されている。また、イン
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ターンシップを通じた就業体験の場の提供を行うなど学生のキャリアアップ支援

にも積極的に取り組んでいることは高く評価できる。 

今後、学生が一つ一つの科目を丁寧に学習できるよう単位制度の実質化を図る

ことで、より有為な人材の育成を実現できると考える。 

      (ｲ) 研究 

札幌市及び道内市町村の地域課題に即した研究のテーマ設定や予算づけが適切

になされている。 

平成２１事業年度は、両学部ともに、科学研究費補助金等に積極的に応募し、

外部資金の獲得に向けて努力したことが評価できる。 

一方で、デザイン学部における地元企業との共同・受託研究等については、件

数が少なく、地域貢献を標榜する大学として、地域連携研究センターの機能を高

め、地元企業と連携した取組を積極的に展開していくことを期待する。 

   (ｳ) 地域貢献 

両学部とも、大学の知を市民に還元する取り組みを積極的に行っており、公開

講座の参加人数、講演会等への教員の派遣件数は、前年度より大幅に増えている

ことは、高く評価できる。 

一方で、大学間連携については、より積極的な展開を望む。また、大学の国際

化に向けた戦略を明確にして取り組むことが必要であり、特に大学院を開設した

ことから、大学院の機能を生かした国際化に向けた戦略を描き実践していくこと

を期待する。 

  イ 業務運営の改善及び効率化 

    理事長のリーダーシップにより経費の削減に努めていることは評価できるが、学

長裁量経費については、教育研究活動を活性化させるため、よりメリハリのある予

算執行を期待する。更に、理事長がリーダーシップを発揮していくための補佐体制

の強化を期待する。 

    また、高い専門性を有する事務局体制にしていくため、市の派遣職員から順次プ

ロパー職員に切り替えるなど、職員の育成を計画的に進めていることは評価できる。

昨今の大学運営には、コンパクトな事務局体制による効率的な運営が求められてお

り、一層の事務効率化の検討が必要である。 

一方で、教員評価制度については、検討が遅れていることから、早急な改善が必
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要である。 

  ウ 財務内容の改善 

    公開講座は、参加料を徴収している講座も多く、受益者負担及び大学の自己収入

の増加を図る観点から評価できる。 

電気・ガス・水道の消費実績が前年比微増となっているが、大学院の開学といっ

た次年度以降の増加要因があることから、更なる省エネルギーに関する啓発活動を

期待する。 

  エ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当

該状況に係る情報の提供 

    ホームページにアクセス解析機能を付加して情報分析に役立てられるようにした

ことにより、今後の情報発信力の向上が期待できる。 

講演会等へ教員を積極的に派遣し、札幌市立大学の知名度の向上に寄与している

ことは評価できる。 

  オ その他業務運営 

    施設保全の実行に当たっては、「検討システム」を早急に構築し、PDCA による管

理を早急に実現することを期待する。 

 

⑶ 今後の課題 

・ 前年度以前の業務実績報告書に比べ記述には工夫の跡が感じられるが、実施項目

の羅列が多く、それらがどういう意味を持っているか、アウトカムは何かなどの分

析が適切に行われていない。次年度の報告書には、現在の取組の成果を反映した記

述になっていることを望む。 

・ 前年度に「検討する」などの回答をしているにもかかわらず、その後の取組状況

の報告がないものがある。前年度からの継続性をもった報告を次年度以降は望む。 

・ 卒業に必要な単位の大部分を３年までに修得させるという、日本の学士課程に固

有の偏ったカリキュラム編成の改善に主体的に取り組むことを期待したい。単位制

度を実質化し、学習の質を保証するためには、より適切な科目配分が必要である。 

・ 大学の国際化については、依然として取組の遅れが目立っている。具体的な戦略

を持って取り組むことが必要である。 
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３－１ 教育研究等の質の向上に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

ア 評価結果 

Ｂ（おおむね計画どおり進捗している） 

  イ 判断理由    

    この項目についての小項目評価の集計結果では、小項目数１１４項目に対して、

「年度計画を上回って実施している（Ⅳ評価）」又は「年度計画を十分に実施してい

る（Ⅲ評価）」と評価された項目が１１０項目であり、全体に占めるその割合が９割

以上であることから、Ｂ評価（おおむね計画どおり進捗している）とする。     

   （参考）小項目評価の集計結果 

評 価 結 果 

小項目数 Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

Ⅳ又はⅢの

割合 

１１４ ０ ４ １０５ ５ ９６％ 

   

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

(ｱ) 年度計画を上回って実施している項目として、次のものが挙げられる。 

・ 看護学部のＦＤ研修は、教員の参加割合が高く、内容も充実しており効果が

期待できる取り組みである。 

・ デザイン学部、看護学部ともに多様な選抜試験を実施し、それぞれの入試に

比較的多くの受験者を集めている。 

・ デザイン学部で３年生を対象に民間企業や地方自治体等の協力を得て行われ

たインターンシップは、教育上有意義であるだけではなく地元への貢献の芽を

作るものと期待される。 

   (ｲ) その他、次に掲げる点が注目される。  

・ 授業評価アンケートは、回収率を高めるため、オンライン入力から平成２１

年度後期からマークシート方式に変更した結果、回収率は、前期５４.９％から

後期は７５.１％まで改善された。 
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・ アドミッション・ポリシーに基づき、使命感及び勉学意欲を持った学生を確

保しており、過去３年間の入学者５５３人のうち、退学者は７人にとどまって

いる。 

・ 看護学部の一般選抜試験において大学入試センター試験の国語配点を従来の

２倍にしたことには教育上の見識が感じられる。 

・ 施設利用について、平成２２年度から平日及び土曜日の施設利用時間を延長

するとともに日曜日の施設利用を開始することが決定された。 

・ 両学部とも科学研究費補助金への申請は前年度に比べ大幅に増加しており、

外部競争的資金獲得に向けて努力したことが評価できる。       

  イ 遅れている点 

・ 業務実績報告書やヒアリングの内容から判断する限り、ＦＤのアウトカムは必

ずしも満足すべき水準にない。単位の実質化、グレーディング、混合型（ハイブ

リッド型）ｅラーニングなど、現在の学士課程教育にかかわる基本的な問題が教

員のあいだで正しく理解されているとは思えない。外部の研修に参加するのは当

然としても、そこで得られた情報を教員の間で共有し実際の授業や成績評価に役

立てる工夫が必要である。 

・ 大学間連携が意欲的に行われているとは言いにくい。共同研究等を足がかりに

より積極的な展開が望まれる。 

・  大学の国際化についてトップの相互訪問は行われているが、具体的な成果をあ

げる段階には至っていない。平成２２年度より開設した大学院を中心に留学生を

受け入れていくとのことだが、広報活動方針も含めた、留学生獲得のための全学

的な戦略が不十分である。大学としての生き残りをかけて積極的に海外展開しよ

うという戦略が必要である。 

・ ＵＭＡＰに参加している以上、より積極的な取組が必要である。 

 

⑵  評価委員会からの意見等 

・  教育研究において地道な努力を続けていることは認められるが、大学間連携や大

学の国際化については、積極的な展開の意欲と戦略に欠けている。  

・ 教育活動については、全般的に極めて真摯かつ積極的に取り組まれている。し    

かし、キャップ制の意味や自己点検・評価の利用法を含め、高等教育を支える基本
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的な考えに関するＦＤの機会が設けられることを今後希望したい。 

・ 第１期卒業生を輩出したことを受けて、学生による教育課程全体の評価にも取り

組んでほしかった。今後は卒業生をはじめ、市民、企業などに対するステークホル

ダー調査の実施も検討してほしい。 

 

 

   



 

 8

３－２ 業務運営の改善及び効率化に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

ア 評価結果 

Ｂ（おおむね計画どおり進捗している） 

  イ 判断理由     

この項目についての小項目評価の集計結果では、小項目数３１項目に対して、「年

度計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価された項目が３０項目であり、全体

に占めるその割合が９割以上であることから、Ｂ評価（おおむね計画どおり進捗し

ている）とする。   

   （参考）小項目評価の集計結果 

評 価 結 果 

小項目数 Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

Ⅳ又はⅢの

割合 

３１ ０ 1 ３０ ０ ９７％ 

    

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

    小項目において年度計画を上回って実施している項目はないが、次に掲げる点が

注目される 

・ 理事長のリーダーシップにより、研究費及び固定費を除いた予算の１５％減額

を行った。 

   ・ 平成２１年度当初で、市派遣１６人に対し、プロパー職員は２０人となり、半

数を超え、計画的にプロパー職員への切り替えが進んでいる。 

   ・ 平成２１年５月２７日付で、文部科学省に大学院（修士課程）の設置認可申請

が行われ、同年１０月３０日に設置認可を受けた。 

   ・ 大学院開設のＰＲを積極的に行った結果、デザイン研究科、看護学研究科とも

に、定員を上回る志願者があった。    

  イ 遅れている点 

   ・ 教員の業績評価制度の導入、結果の反映は、計画よりあきらかに遅れた進捗状
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況となっている。 

 

⑶ 評価委員会からの意見等 

  ・ マネジメントサイクルは、短期間で実施することで、課題の早期発見、早期改善

を可能とする。現状のマネジメントサイクルでは、下期の実施状況の検証を翌年度

の計画に反映できず、課題・問題等が先送りされる懸念がある。昨年度、マネジメ

ントサイクルについての評価委員会からの確認に対して「学部が完成し、管理業務

がある程度固定化した段階で、短期間のマネジメントサイクルについて検討する」

との回答を受けている。早急に四半期ごとの執行状況を確認するマネジメントサイ

クルの構築を期待する。 

  ・ 学部の完成年次である平成２１年度までに教員組織を完成させる計画であったが、

適正な教員数、教員構成が実現できたのかは疑問がある。 

・ 事務局業務については、業務効率化向上計画を検討し、実施していく中で質の高

い業務運営を行っていくことが必要である。また、事務局職員は、現在、年間を通

じて、膨大な超過勤務を行っており、平成２１年度実績から半減を数値目標とすべ

きである。 
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３－３ 財務内容の改善に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

  イ 判断理由 

    この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において、「年度

計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり

進捗している）とする。 

   （参考）小項目評価の集計結果 

評 価 結 果 

小項目数 Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

Ⅳ又はⅢの

割合 

１３ ０ ０ １３ ０ １００％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

    小項目において年度計画を上回って実施している項目はないが、次に掲げる点が

注目される。  

・ 地域貢献につながる公開講座が年間４２コマ開講され、延べ１,５７８人が受講

しており、受講者数は前年度比３割増加している。  

  イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

 ⑶ 評価委員会からの意見等 

  ・ 地域連携研究センターが中心となって、企業（特に市内の企業の大半を占める中

小企業）や経済団体等と連携し、受託研究及び共同研究を積極的に受け入れること。

特に、現在、札幌市が検討している産業振興ビジョンの中では、札幌市産業の高度

化に向け、地域特性を活かした付加価値の創出を基本的な戦略の一つとして掲げる

予定であり、高付加価値型産業である食品製造業などの製造業、ＩＴ産業やコンテ
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ンツ産業などの振興に向けた積極的な貢献を来期以降に期待したい。 
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３－４ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当

該状況に係る情報の提供に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

  イ 判断理由 

    この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において、「年度

計画を十分に実施している（Ⅳ評価）」又は「年度計画を十分に実施している（Ⅲ評

価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり進捗している）とする。 

   （参考）小項目評価の集計結果 

評 価 結 果 

小項目数 Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

Ⅳ又はⅢの

割合 

６ ０ ０ ５ １ １００％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

(ｱ) 年度計画を上回って実施している項目として、次のものが挙げられる。 

・ 非常勤講師、講演会等への教員派遣の依頼に対し、デザイン学部では６４件

（前年度３１件）、看護学部では２２４件（前年度７８件）の派遣が行われた。 

(ｲ) その他、次に掲げる点が注目される。 

・ ホームページの全面リニューアルが行われ、コンテンツの充実及びアクセス

解析機能が付加されるなど、今後の情報分析に役立つ取り組みが行われた。     

  イ 遅れている点 

 遅れている点は特に認められない 。   

  

 ⑶ 評価委員会からの意見等 

  ・ 平成２３年度に第三者評価機関による認証評価を受けることとしており、この評

価結果は、現中期計画の最終評価にも反映されることから、万全な準備を進めてい
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ただきたい。 
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３－５ その他業務運営に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

  イ 判断理由 

    この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において、「年度

計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり

進捗している）とする。 

   （参考）小項目評価の集計結果 

評 価 結 果 

小項目数 Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

Ⅳ又はⅢの

割合 

１０ ０ ０ １０ ０ １００％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

    小項目において年度計画を上回って実施している項目はないが、次に掲げる点が

注目される。 

   ・ 大学院デザイン研究科及び看護学研究科の設置に向けて、必要な施設及び機器

等が整備された。 

   ・ 節電を促すスイングポップを照明スイッチに貼付するなど、省エネに関する取

り組みが行われた。 

  イ 遅れている点 

    遅れている点は、特に認められない。 

 

⑶  評価委員会からの意見等 

  ・ 昨年度、中・長期の維持管理計画に関する評価委員会からの確認に対する回答で

は、「大学内部での整備に係る評価やその確認を得るために、検討システムを構築し

ていくことも視野に入れる」となっていたが、今回の業務実績報告書に検討システ
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ム構築についての説明がない。 

・ 環境への配慮については、ほぼ前年度と同様の記載であり新たな取組が少ない。

節水、節電等による省エネルギーを進めていくために、施設・設備の修理、更新時

には環境配慮型の設備等の導入を積極的に進めていただきたい。 

 


